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茨城まちづくりセンター 

運営委員長       殿 

 

                      報告者（主催者） まちづくり準備協議会設立検討ワーキング 

（事務局）取手市役所 中心市街地整備課 

 

まちづくりアドバイザー派遣制度運営要項第６条の規定に基づき、次のとおり報告します。 

実 施 日 時 令和８年３月５日（木）１４時００分～１７時００分 

主催者の名称 まちづくり準備協議会設立検討ワーキング 

（事務局）取手市役所 中心市街地整備課 

講演会等の名称 第３回 まちづくり準備協議会設立検討ワーキング 

アドバイザー氏名 西尾 京介氏 

実 施 場 所 会場名 取手市役所 ３０１会議室 

参 加 者 数 １０名（事務局を除く） 

講演内容（具体的に詳しく記入して下さい。） 

【演題】エリアプラットフォームの枠組み整理 

【内容】 

 エリアマネジメントに関する庁内の理解を深め検討を進めるため、県アドバイザー派

遣制度を活用し、令和７年１２月８日に第２回まちづくり準備協議会設立検討ワーキン

グ（講師：西尾氏）を実施しました。第２回では取手駅周辺の現状分析として、問題点

や課題、活用可能資源、期待できる人材についてワークショップを行い、ワーキング全

体で情報が共有されました。 

 第３回となる今回も西尾氏を講師に依頼し、第２回で共有された内容を基に、エリア

プラットフォームの全体的な枠組みの仮説について、さらなる議論を深めました。 

感想など  

事前にワーキング員が２班に分かれ、第２回ワーキングで共有された問題点の分析を

行いました。その上で、エリアプラットフォームの機能や役割の整理、具体的な事業内

容等を想定した仮説検討を行い、第３回ワーキングにてその成果を発表しました。 

両班の目的は類似していたものの、検討に至るプロセスが異なっていたことで、多角

的な視点を得ることができました。 

また、西尾氏にファシリテーターとして進行を担当していただき、各班の発表内容に

対する深掘りや案の統合をサポートしていただいたことで、より充実した議論となりま

した。 

今回の仮説内容を一時的な検討に留めるのではなく、今後、企業や市民の方々を交え

てエリアプラットフォームの枠組みを決定する際の検討材料の一つとなるよう整理し

ていきたいと考えています。 
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